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ふるさとパレス前のユニークな広場企

美容部門日本代表

中居由佳さん

技術と感性で

目指すは世界一
世界理容美容技術選手権大会

今
回
私
が
訪

れ
た
の
は
、
緑

あ
ふ
れ
る
広
大

な
都
市
公
園
、

県
民
公
園
太
閤

山
ラ
ン
ド
で
す
。

さ
っ
そ
く
、
県

民
公
園
の
八
木

さ
ん
に
圏
内
を

案
内
し
て
も
ら

い
ま
し
た
。

圏
内
に
と
り

わ
け
高
く
そ
び
え
て
い
る
の
が

〈
ス
ペ
ー
ス
・
マ
ン
ダ
ラ
〉
。
こ
れ
は
、

置
県
百
年
を
記
念
し
た
モ
ニ
ュ
メ
ン
卜
で
、
前
田
常
作
氏
の
考
案
に
よ
る

も
の
だ
そ
う
で
す
。
雲
の
形
を
し
た
屋
根
が
特
徴
的
な
〈
ふ
る
さ
と
パ
レ

ス
〉
は
、
ス
ポ
ー
ツ
大
会
や
コ
ン
サ
ー
ト
、
展
示
会
芯
ど
各
種
イ
ベ
ン
ト

に
利
用
で
き
る
多
目
的
施
設
。
ふ
る
さ
と
パ
レ
ス
の
北
側
に
は
、
ゆ
る

や
か
な
ス
ロ
ー
プ
の
芝
生
広
場

〈
い
き
い
き
広
場
〉
が
あ
り
ま
す
。
こ

こ
は
、
家
族
や
友
人
た
ち
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
場
。
周
囲
に
流

れ
る
涼
し
げ
芯
せ
せ
ら
ぎ
は
、
心
ま
で
潤
し
て
く
れ
る
よ
う
で
す
。
ま
た
、

大
規
模
な
野
外
コ
ン
サ
ー
ト
の
会
場
と
し
て
も
利
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

さ
て
、
子
ど
も
た
ち
が
大
は
し
ゃ
ぎ
し
そ
う
な
の
が

〈
噴
水
パ
ラ
ダ
イ

ス
〉
。
辺
り
一
面
か
ら
水
が
噴
き
上
げ
て
い
ま
す
が
、
人
が
入
る
と
そ
こ

だ
け
噴
水
が
止
ま
る
仕
組
み
に
な
っ
て
い
ま
す
。

た
だ
し
、
走
っ
た
り
す
る
と
す
ぶ
濡
れ
に
な
り
ま

す
の
で
、
く
れ
ぐ
れ
も
ご
注
意
を
:
。

と
の
ほ
か
、
遠
く
富
山
湾
や
立
山
連
峰
、
が
望
め

る
展
望
塔
、
夏
に
は
欠
か
せ
な
い
プ
ー
ル
広
場
、

そ
し
て
ボ
ー
ト
が
楽
し
め
る
池
な
ど
な
ど
、
楽
し

い
ス
ポ
ッ
ト
が
盛
り
沢
山
。
も
ち
ろ
ん
、
四
季
を

通
じ
て
い
ろ
ん
芯
イ
ベ
ン
ト
も
開
催
さ
れ
ま
す
。

皆
さ
ん
も
こ
の
夏
、
太
閤
山
ラ
ン
ド
に
遊
び
に
来

ま
せ
ん
か
っ
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噴水を横断できます。(噴水パラダイス)..... 

「
世
界
大
会
で
は
、
ぜ
ひ
優
勝
を
狙

い
た
い
で
す
ね
」
と
力
強
く
語
る
の
は
、

八
月
に
ア
メ
リ
カ
・
ワ
シ
ン
ト
ン
で
開

催
さ
れ
る
世
界
理
容
美
容
技
術
選
手
権

大
会
の
美
容
部
門
に
、
日
本
代
表
と
し

て
出
場
す
る
中
居
由
佳
さ
ん
。

中
居
さ
ん
が
初
め
て
美
容
技
術
の
競

技
会
に
出
た
の
は
三
年
前

の
県
大
会
。

い
き
な
り
三
位
に
入
賞
し
、
才
能
の
片

鱗
を
の
ぞ
か
せ
ま
す
。
同
大
会
で
は
そ
の
後
二
年
連
続
優
勝
し
、
県
代
表

h
p

と
し
て
昨
年
十

一
月
に
出
場
し
た
全
国
大
会
で
は
五
位
入
賞
。
ま
た
世
界

わ
口

選
手
権
の
選
考
会
で
は
二
位
と
な
り
、
見
事
日
本
代
表
の
切
符
を
手
に
し
叫
始

ま
し
た
。
「
選
考
会
に
出
て
く
る
の
は
全
国
で
も
ト
ッ
プ
レ
ベ
ル
の
強
豪
灯
げ

ぞ
ろ
い
。
ま
さ
か
自
分
が
代
表
に
な
れ
る
と
は
思
い
ま
せ
ん
で
し
た
ね
」

げ
寸

一
フ
ユ

と
い
う
中
居
さ
ん
で
す
が
、
そ
の
後
の
ヨ
ー
ロ

ッ
パ
各
国
で
の
国
際
大
会
オ
テ

で
そ
の
実
力
が
証
明
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
特
に
オ
ラ
ン
ダ
の
権
威

あ
る
ゴ
ー
ル
デ
ン
チ
ュ
ー
リ

ッ
プ
大
会
で
は
、
個
人
総
合
で
日
本
人
三
人

目
の
総
合

一
位
に
輝
き
ま
し
た
。

さ
て
、
隔
年
で
開
催
さ
れ
る
世
界
選
手
権
に
は
各
国
か
ら
三
名
ず
つ
が

出
場
。
日
常
的
な
ヘ
ア
ス
タ
イ
ル

〈
コ
ン
シ
ュ
マ

l
・
フ

ァ
ッ
シ

ョ
ン
〉、

パ
ー
テ
ィ
ー
用
の
ヘ
ア
ス
タ
イ
ル
〈
へ
ア
パ
イ
ナ
イ
ト
〉
、
創
造
性
・
非

日
常
性
が
テ

l
マ
の

〈
プ
ロ
グ
レ
ッ
シ
ブ

・
ヘ
ア
ス
タ
イ
ル
〉
の
三
部
門

で
技
術
を
競
い
合
い
ま
す
。
「
専
属
モ
デ
ル
に
マ
ッ
チ
し
た
ス
タ
リ
ン
グ
、

部
門
別
に
明
確
な
コ
ン
セ
プ
ト
の
違
い
を
打
ち
出
す
こ
と
な
ど
が
ポ
イ
ン

ト
で
す
。
そ
れ
か
ら
、
同
じ
人
で
も
体
調
な
ど
で
微
妙
に
髪
質
が
遣
う
の

で
、
そ
の
都
度
柔
軟
な
対
応
が
必
要
に
な
っ
て
く
る
ん
で
す
よ
」
。
こ
の

大
会
の
国
別
対
抗
で
は
、
犯
の
幕
張
大
会
(
千
葉
市
)
以
来
、
日
本
が
二
連

覇
。
今
大
会
で
は
日
本
の
三
連
覇
は
も
ち
ろ
ん
、
中
居
さ
ん
の
個
人
総
合

優
勝
も
大
い
に
期
待
で
き
ま
す
。

現
在
は
、
東
京
の
美
容
会
館
で
練
習
に
励
む
か
た
わ
ら
、
週
末
は
砺
波

市
内
で
美
容
院
を
営
む
実
家
に
帰
っ
て
仕
事
を
こ
な
し
て
い
ま
す
。
「富

山
に
い
る
聞
は
技
術
的
な
練
習
は
で
き
ま
せ
ん
。
で
も
美
し
い
風
景
が
見

ら
れ
ま
す
か
ら
、
美
的
セ
ン
ス
を
養
う
に
は
最
適
な
ん
で
す
よ
」
と
に
っ

こ
り
。
将
来
は
、
県
の
美
容
業
界
の
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
に
少
し
で
も
貢
献
で

き
れ
ば
、
と
い
う
中
居
さ
ん
。
故
郷
で
培
わ
れ
た
豊
か
な
感
性
を
武
器
に、

世
界
の
槍
舞
台
で
大
い
に
活
躍
し
て
く
れ
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

スペース・マンダラに続く桟橋』‘

イベン卜等
7/11まで あじさい祭りほか
7/13 プール聞き
7/28 魚つかみ捕リ大会

射水郡小杉町黒河

午前9時~午後5時
(7・8月は午後6時まで)

毎週火曜日 (7，8月は無休)

所

開園時間

休園田

場
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空港ヘ向けて
するノ富山空港

函館使就航決定

~ 

富
山
空
港
の
路
線
就
航
状
況

富
山
空
港
に
は
、
現
在
、
国
内
線
で
は
東
京
便
(
一
日

六
往
復
)
、
札
幌
便
(
一
日
一
往
復
)
、
名
古
屋
便
(
一
日

二
往
復
)
、
福
岡
便
(
一
日

一
往
復
)
の
四
路
線
が
就
航

し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
国
際
線
で
は
、
ソ
ウ
ル
便
(
週
四
往
復
)
、
ウ

ラ
ジ
オ
ス
ト
ク
便
(
週
二
往
復
)
の

二
路
線
が
就
航
し
て

い
る
ほ
か
、
国
際
チ
ャ
ー
タ
ー
便
の
発
着
色
活
発
で
、
中

国
、
東
南
ア
ジ
ア
及
び
韓
国
方
面
が
主
な
就
航
先
と
な
っ

て
い
ま
す
。

秘
境
黒
部
の
新
た
な
ル
!
ト
公
開

黒
部
ル

I
ト
見
学
会
ス
タ
ー
ト

今
や
秘
境
の
代
名
詞
と
も
な
っ
て
い
る
黒
部
峡
谷
。
黒
部
峡
谷

け
や
き

鉄
道
終
点
の
樺
平
か
ら
上
流
の
黒
部
ダ
ム
に
至
る
区
間
は
、
現

在
、
関
西
電
力
の
工
事
用
ル

l
ト
と
し
て
利
用
さ
れ
て
い
ま
す

が
、
こ
の
た
び
、
こ
の
区
間
の
初
の
公
募
に
よ
る
一
般
見
学
会

が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

卜

料

(V

電
源
開
発
の
歴
史
を
物
語
る

ず
い
ど
う

i
高
熱
隠
道
j

樺
平
か
ら
高
低
差
二
百
メ
ー
ト
ル
の
エ
レ
ベ
ー
タ
で
竪

坑
上
部
ま
で
登
り
、
そ
こ
か
ら
バ
ッ
テ
リ
ー
ト
ロ
ッ
コ
列

車
で
上
部
軌
道
(
延
長
六

・
五
キ
ロ
)
を
移
動
し
ま
す
。

途
中
に
あ
る
「
高
熱
隠
道
」
は
、
吉
村
昭
の
同
名
の
小
説

の
舞
台
と
な
っ
た
場
所
。
四
十
度
ほ
ど
の
熱
気
と
硫
黄
の

匂
い
が
特
徴
で
、
難
工
事
の
歴
史
を
物
語
っ
て
い
ま
す
。

黒部トンネル10.2km

作廊

黒四発電所上部軌道6.5附

hv
仙
人
谷
鉄
橋

‘
イ
ン
ク
ラ
イ
ン
か
ら
下
車
す
る
見
学
者

(黒
部
川
第
四
発
電
所
)

秘
境
黒
部
を
体
感

j
仙
人
谷
鉄
橋
j

黒
部
川
第
四
発
電
所
に
到
着
す
る
直
前
、
バ
ッ
テ
リ
ー
ト
ロ
ッ
コ
列
車
は
ト
ン

ネ
ル
を
抜
け
、
仙
人
谷
鉄
橋
上
で
停
車
。
鉄
橋
の
上
か
ら
は
、
眼
下
を
流
れ
る
黒

部
川
や
、
北
ア
ル
プ
ス
、
仙
人
谷
ダ
ム
を
望
む
こ
と
が
で
き
ま
す
。

巨
大
な
地
下
発
電
所
か
ら
巨
大
ダ
ム

j
黒
部
川
第
四
発
電
所
か
ら
黒
部
ダ
ム
j

地
下
に
つ
く
ら
れ
た
黒
四
発
電
所
を
見
学
し
た
後
、
地
下
イ
ン
ク
ラ
イ
ン
(
ケ

ー
ブ
ル
カ
ー
)
で
約
四
百
五
十
メ
ー
ト
ル
登
り
、
黒
部
ト
ン
ネ
ル
(
延
長
十

・
二

キ
ロ
)
を
マ
イ
ク
ロ

バ
ス
で
黒
部
ダ
ム
へ
向
か
い
ま
す
。

"̂' 

(写
真
提
供

県
政
記
者
ク
ラ
ブ
)

2 

4・圃・・ 計画路線

....------------ーーーーーー園、i 函館便の概要 1 
I (，)運 行 期 間 平成8年7月 5 日 ~ 10月 28 日 (季節運行) I 

~ (2)運行便 数 週4便 (金土日月)で1日1往復 i 
i (3)運行ダイヤ 富山発11: 40 函館着13:30 I 

1 函館発14:20 富山着16:20 I 

1 (所要時間片道1時間55分) 1 
I (4)運 行 機 材 フォッ カ-50(56席) I 

L(浦空運賃 刷 片陸3，900円往復仰O円J

な
お
、
平
成
七
年
度
の
定
期
便
及
び
チ
ャ
ー
タ
ー
便
を

あ
わ
せ
た
空
港
利
用
者
数
は
、

1
1
2
万
6
8
8
5
人

(
対
前
年
比
1
0
9
・
4
%
)
と
な
り
、
県
民

一
人
が
年

一

回
以
上
富
山
空
港
を
利
用
し
た
こ
と
に
な
り
ま
す
。

函
館
便
・
関
西
国
際
空
港
便
の
開
設

七
月
か
ら
は
、
中
日
本
エ
ア
ラ
イ
ン
サ
ー
ビ
ス
に
よ
り

函
館
便
が
就
航
し
、
北
海
道
へ
の
路
線
が
札
幌
便
と
あ
わ

せ
て
二
路
線
と
な
る
ほ
か
、
十
月
か
ら
は
全
日
空
に
よ
り

関
西
国
際
空
港
便
が
就
航
す
る
予
定
で
す
。

就
航
路
線
の
充
実
に
よ
り
利
便
性
は
ま
す
ま
す
高
ま

り
、
富
山
空
港
は
環
日
本
海
交
流
の
中
核
拠
点
に
ふ
さ
わ

し
い
中
近
距
離
の
国
際
空
港
と
し
て
着
実
な
発
展
を
遂
げ

て
い
ま
す
。

第

一
回
の
見
学
会
で
は
、
参
加
者
た
ち
か
ら
「
小
説
を

読
ん
で
興
味
を
持
っ
て
い
た
が
、
改
め
て
電
源
開
発
の
歴

史
を
知
る
こ
と
が
で
き
、
い
い
勉
強
に
な
っ
た
」
、
「
ほ
と

ん
ど
ト
ン
ネ
ル
内
だ

っ
た
が
、
絶
対
行
け
な
い
と
こ
ろ
だ

と
思
っ
て
い
た
の
で
満
足
」
な
ど
の
声
が
聞
か
れ
ま
し
た
。

今
後
は
、
十

一
月
末
ま
で
毎
週
木
曜
日
、
宇
奈
月
側
と

黒
部
ダ
ム
側
か
ら
各
々
二
十
人
ず
つ
の
見
学
者
を
受
け
付

け
る
予
定
で
す
。

棒平

申
込
み
・
問
合
せ
j
i
-
-
:
・
:
:

一T
9
3
0
0
引

富
山
中
央
郵
便
局
内
私
書
箱
日
号

「
黒
部
ル

l
卜
見
学
公
募
委
員
会
事
務
局
」

8
0
7
6
4
'
必
，

8
2
6
3

※
応
募
要
領
は
、
県
お
よ
び
各
市
町
村
窓
口
に
配
置

.持ぷ川
- 県政の動 二
放-言語-逗翠札ぷ1選 ..三 1

北陸新幹線建設促進に関する瞭情

'96とやま就職ガイダンス in大阪

'96とやま就職ガイダンス in名古屋

とやま賞授賞式・記念講演会

平成8年度富山県青年・女性海外派遣

事業結団壮行式

平成8年度消費者月間記念富山県大会

世界禁煙デー街頭啓発

第1回黒部ルート見学会

高岡オフィスパーク起工式

平成8年5月11日~平成8年6月10日

5月138

5月148

5月208

5月22日

5月30日

5月31日

6月6日
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間
壮
年
期
層
に
多
い
が
ん
死
亡

富
山
県
に
お
け
る
平
成
六
年
度
の
が
ん
に
よ
る
死
亡
者

は
2
、
4
7
0
人
で
、
総
死
亡
者
の

幻

・
1
%
。
年
代
別

で
見
る
と
、
四
十
歳
代
か
ら
七
十
歳
代
で
は
、
が
ん
が
死

因
の
ト
ッ
プ
で
、
八
十
歳
を
過
ぎ
る
と
心
臓
病
、
脳
卒
中

が
多
く
な
り
ま
す
。
と
り
わ
け
、
四
卜
j
六
十
歳
代
の
い

わ
ゆ
る
働
き
盛
り
の
が
ん
に
よ
る
死
亡
割
合
が
高
い
の
が

特
徴
で
す

(図
2
)
。

壮
年
期
層
の
死
亡
は
、
家
庭
や
社
会
に
及
ぼ
す
影
響
が
非

常
に
大
き
く
、
こ
の
年
代
の
が
ん
死
亡
の
減
少
が
強
く
望

ま
れ
ま
す
。

仰
が
ん
疾
患
の
傾
向

全
国
の
傾
向
と
し
て
、
近
年
、
胃
が
ん
や
子
宮
が
ん
が

減
少
傾
向
に
あ
り
、
か
わ
っ
て
肺
が
ん
に
よ
る
死
亡
が
増

加
。
平
成
五
年
に
は
、
全
国
で
は
男
性
に
お
い
て
肺
が
ん

が
胃
が
ん
を
抜
い
て
、
が
ん
死
亡
の
ト
ッ
プ
に
な
り
ま
し

た
。な

お
、
富
山
県
で
は
胃
が
ん
に
よ
る
死
亡
が
多
い
の
が

特
徴
で
、
が
ん
死
亡
に
占
め
る
胃
が
ん
死
亡
の
割
合
は
、

男
性
が

M
・
9
%

(
全
国
初
・

8
%
)
、
女
性
が
幻
・

6
%

(
全
国
口

・
8
%
)
と
、
全
国
よ
り
高
く
な
っ
て
い
ま
す
。
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こ
れ
ま
で
の

取
り
組
み

川
県
が
ん
対
策
推
進
本
部
の
取
り
組
み

が
ん
を

一
日
も
早
く
制
圧
し
、
す
こ
や
か
で
安
ら
ぎ
の

あ
る
日
本

一
の
健
康
県
、
つ
く
り
を
め
ざ
す
た
め
、
県
で
は

平
成
元
年
四
月
に
「
富
山
県
が
ん
対
策
推
進
本
部
」
を
設

置
。
ま
た
同
年
十

一
月
に
は
、
『
が
ん
攻
略
県
民
プ
ラ
ン
』

4 

園
園
田

生
涯
を
通
じ
て
健
康
で
快
適
な
生
活
を
送
る
こ
と
は
、
豊
か
さ
の
基
本
で
す。

県
で
は
、
日
本
一
の
健
康
県
を
め
ざ
し
、
県
民
一
人
び
と
り
が
「
自
分
の
健
康
は

自
分
で
ま
も
り
、
つ
く
る
」
と
い
う
考
え
の
も
と
に
健
康
づ
く
り
を
実
践
で
き
る

よ
う
幅
広
い
施
策
を
展
開
し
て
い
ま
す
。

し
か
し
な
が
ら
、
富
山
県
に
お
け
る
が
ん
、
特
に
胃
が
ん
に
よ
る
死
亡
率
は
依

然
と
し
て
高
い
状
況
に
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
糖
尿
病
患
者
に
つ
い
て
も
近
年
急
増

し
て
お
り
、
こ
れ
ら
を
一
日
も
早
く
制
圧
す
る
こ
と
は
、
今
や
重
大
な
課
題
と
な

っ
て
い
ま
す
。

こ
こ
で
は
，
成
人
病
の
現
状
を
ま
じ
え
な
が
ら
、

み
を
中
心
に
紹
介
し
ま
す
。
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富
山
県
に
お
け
る

成
人
病
の
現
状

川
三
大
成
人
病
の
状
況

富
山
県
に
お
け
る
三
大
成
人
病
に
よ
る
死
亡
率
は
、
昭
和

五
十
三
年
ま
で
、
脳
卒
中
、
が
ん
、
心
臓
病
の
順
で
し
た
。

そ
の
後
、
が
ん
に
よ
る
死
亡
が
増
加
の

一
途
を
た
ど
り
、

昭
和
五
十
四
年
に
は
全
国
よ
り
二
年
早
く
、
が
ん
が
脳
卒

中
に
か
わ
っ
て
ト
ッ
プ
と
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
昭
和
六

十
三
年
に
は
、
心
臓
病
が
脳
卒
中
に
か
わ
り
第
一一
位
と
な

っ
て
い
ま
す

(図

1
)
。

を
策
定
し
、
県
民
総
ぐ
る
み

で
予
防
か
ら
検
診
、
治
療
、

調
査
研
究
に
い
た
る
ま
で
、

次
の
よ
う
な
施
策
を
総
合
的

に
展
開
し
て
き
ま
し
た
。

-
健
康
教
育
の
充
実
ゃ
が
ん

予
防
の
生
活
指
針
の
啓

発
・
普
及
な
ど
「
が
ん
予

防
に
関
す
る
知
識
の
普

及」

-
が
ん
対
策
推
進
員
の
養
成

や
受
診
し
や
す
い
体
制
の

推
進
な
ど
「
が
ん
検
診
受

診
率
の
向
上
」

-
検
診
施
設
の
整
備
等
に
よ

る
「
検
診
体
制
の
整
備
」

-
検
診
従
事
者
の
資
質
の
向
上
等
に
よ
る
「
精
度
管
理
の

向
上
」

・
高
度
医
療
機
器
の
整
備
等
に
よ
る
「
医
療
体
制
の
充
実
」

と
、
が
ん
発
生
の
疫
学
的
、
実
験
的
研
究
等
に
よ
る

「調
査
研
究
の
推
進
」

(図 2)富山県における年代別3大成人病死亡割合
(平成6年)

その他

37.8 

(図 1)三大成人病死亡率の推移

が
ん
、
糖
尿
病
へ
の
取
り
組
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(図 3)胃がん検診受診率の推移

(平成元年度~平成6年度)

40歳代

50歳代

60歳代

70歳代

14.0 13.8 
12.6 13.0 13.4 1 3.~ _... '.~~';;. ・ H ・1.......................--

18位

平成元

ア位

2 6 

25.7 

ヰ位

5 

25.3 

4 

4 

敬Jr

3 

11位

富山県

全 国

25 

20 

15 

10 

5 

。

(図4)胃がん発見のきっかけ (富山県)

100(%) 80 60 40 20 。

元年

6年

5 



は干守 (2)
平高ぶ 堅
成にら ~~
子同の 組
手上取 房
度しり m
のま組 24

しみ o.x.17 ~ ~~ ~ 
たに !I!
o よ........ 

aTq 
? 胃 各
主 が が
国んん

24六も 2 年割るに街躍国 24十検検
・年の%度合が、す的七・六診診
7 がでーもん検 位 9 位 に の
%度、あし平発診てに'----"%'----"つ受

にに平っ 15成 見 にさ向と(かい診

伸は成た・元のよら上飛全らて率

び
て
い
ま
す
(
図
4
)
。

こ
う
し
た
こ
と
か
ら
、
平
成

6
年
に
は
胃
が
ん
に
よ
る
死

亡
者
が

5
8
2
人
と
、

『が
ん
攻
略
県
民
プ
ラ
ン
』
策
定
以

来
、
初
め
て

6
0
0
人
を
割
り
込
み
ま
し
た
。
ま
た
、
が

ん
死
亡
率
も
全
国
に
比
べ
て
高
い
も
の
の
、
十

一
位
か
ら

十
六
位
と
改
善
さ
れ
て
い
ま
す
。
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新
た
な
が
ん
対
策
の

推
進

壮
年
期
層
の
が
ん
死
亡
の
増
加
や
、
食
生
活
習
慣
の
変

化
に
よ
る
が
ん
疾
病
構
造
の
欧
米
化
、
医
療
技
術
の
進
歩

な
ど
、
が
ん
を
取
り
巻
く
環
境
は
大
き
く
変
化
し
て
い
ま

す
。こ

れ
ら
に
対
応
す
る
た
め
、
県
で
は

『新
が
ん
攻
略
県

民
プ
ラ
ン
』
を
策
定
し
、

「
働
き
盛
り
の
が
ん
死
亡
の
減
少

整
備
を
進
め
る
と
と
も
に
、
医
療
・
保
健

・
福
祉
の
連
携

に
よ
り
、
在
宅
医
療
の
推
進
に
努
め
ま
す
。

調
査
・
研
究
を

推
進
す
る
た
め
の
対
策

衛
生
研
究
所
で
の
疫
学
的
研
究
や
中
央
病
院
等
に
お
け

る
臨
床
治
療
研
究
を
推
進
し
ま
す
。
ま
た
、
が
ん
疫
学
情

報
シ
ス
テ
ム
を
充
実
し
て
が
ん
の
実
態
把
握
に
努
め
、
施

策
の
立
案
に
活
か
す
と
と
も
に
、
医
療
機
関
等
へ
の
情
報

提
供
に
努
め
て
い
き
ま
す
。
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糖
尿
病
対
策
の
推
進

川
糖
尿
病
の
現
状

近
年
、
食
生
活
習
慣
の
変
化
や
運
動
不
足
、
ス
ト
レ
ス

の
増
加
な
ど
に
よ
り
、
糖
尿
病
が
増
加
し
て
い
ま
す
。
今

わ
ず
ら

や
、
四
十
歳
以
上
の
約

一
割
が
糖
尿
病
を
患
っ
て
い
る
と

推
定
さ
れ
(
厚
生
省
糖
尿
病
調
査
研
究
班
調
べ
)
、
現
代
病

の

一
つ
の
象
徴
と
も
な
っ
て
い
ま
す
。

富
山
県
で
も
、
糖
尿
病
と
判
定
さ
れ
る
人
が
、
平
成
元

年
か
ら
五
年
に
か
け
て
約
二
倍
に
な

っ
て
い
ま
す
。
こ
の

た
め
県
で
は
、
こ
の
三
月
に
全
国
に
さ
き
が
け
『
富
山
県

糖
原
病
ア
タ
ッ
ク
プ
ラ
ン
』
を
策
定
し
、
対
策
を
進
め
て

い
く
こ
と
と
し
ま
し
た
。
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抑
制
ω
岡山明

ω糖
尿
病
へ
の
新
た
な
取
り
組
み

糖
尿
病
は
、
心
疾
患
や
脳
血
管
疾
患
な
ど
成
人
病
の
危

険
因
子
と
な
る
ば
か
り
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
視
覚
障
害
の

約
二
割
、
透
析
導
入
の
約
三
割
が
糖
尿
病
を
原
因
と
す
る

な
ど
、
合
併
症
に
よ
る
健
康
へ
の
影
響
は
大
き
な
も
の
が

あ
り
ま
す
。

し
か
し
、
糖
尿
病
は
早
期
に
発
見
し
、
適
正
な
生
活
管

を
め
ざ
し
て
」
を
テ
l
マ
に
、

新
た
な
取
り
組
を
進
め
て
い

き
ま
す
。

一一一一一一ダザ

一一一一弘
J
鮎

が
ん
に

か
か
ら
な
い

た
め
の
対
策

が
ん
に
か
か
ら
な
い
た
め

に
は
、
県
民

一
人
ひ
と
り
が

が
ん
予
防
の
知
識
を
持
ち
、

好
ま
し
い
生
活
習
慣
を
確
立

す
る
こ
と
が
最
も
大
切
で

す
。
そ
の
た
め
県
で
は
、
が

ん
に
関
す
る
情
報
の
提
供
に
努
め
る
と
と
も
に
、
ラ
イ
フ

ス
テ
ー
ジ
に
応
じ
た
健
康
習
慣
哨つ
く
り
を
推
進
し
ま
す
。

ま
た
、
い
ろ
い
ろ
な
が
ん
の
発
生
要
因
と
さ
れ
る
喫
煙

に
つ
い
て
は
、

『分
煙
の
手
引
き
』
を
活
用
す
る
な
ど
、
総

合
的
な
取
り
組
み
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

非喫煙者と比較した喫煙者のがん死亡率

全がん1.65倍
(全死因1.29倍)

平 山 雄(1987)

胃がん
1.5倍

勝臓がん
1.6倍

⑧子宮頚がん1.6倍

肺がん
4.5倍

理
を
継
続
す
る
こ
と
で
、
病
気
の
進
行
や
合
併
症
を
防
ぐ

こ
と
が
で
き
ま
す
。

県
で
は
こ
れ
ま
で
、
医
療
機
関
と
連
携
し
、
軽
症
患
者

等
を
対
象
に
し
た
「
糖
尿
病
ケ
ア
教
室
」

や
、
患
者
・
家

族
の
自
主
活
動
を
支
援
す
る
「
糖
尿
病
フ
ォ
ロ
ー
ア

ッ
プ

事
業
」

を
実
施
し
て
き
ま
し
た
。

今
後
は
、
こ
の
た
び
策
定
し
た

「糖
尿
病
ア
タ

ッ
ク
プ

ラ
ン
』
に
基
づ
い
て
、

-
糖
尿
病
に
関
す
る
正
し
い
知
識
の
普
及

-
医
療
・
保
健
従
事
者
の
養
成
・
確
保
や
地
域
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
組
織
の
育
成
・
支
援

・
運
動
や
食
生
活
な
ど
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
の
改
善
の
推
進

・
糖
尿
病
を
早
期
に
発
見
す
る
た
め
の
健
康
診
査
の
推
進

と
適
切
な
生
活
を
継
続
す
る
自
己
管
理
の
推
進

-
糖
尿
病
患
者
・
家
族
へ
の
教
育
や
支
援

な
ど
の
施
策
を
総
合
的
に
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

な
お
、
今
年
度
は
新
た
に
、
医
療
・
保
健
従
事
者
等
を

6 
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日
が
ん
を
早
期
に

発
見
す
る
た
め
の
対
策

. 
'"‘ •.. 

gも必，.，.~..-

県
民
自
ら
が
定
期
的
に
が
ん
検
診
を
受
け

る
と
い
う
予
防
思
想
の
高
揚
に
努
め
、
受
診

率
の
向
上
を
さ
ら
に
推
進
し
ま
す
。
特
に
、

受
診
率
の
低
い
自
営
業
者
や
中
小
企
業
に
お

け
る
が
ん
検
診
を
促
す
ほ
か
、
市
町
村
に
お

い
て
個
別
通
知
を
行
う
な
ど
、
壮
年
実
年
層

の
受
診
率
の
向
上
を
め
ざ
し
ま
す
。

ま
た
、
受
診
し
や
す
い
体
制
前
つ
く
り
ゃ
検

診
機
関
に
お
け
る
精
度
管
理
の
向
上
に
努
め

ま
す
。

1 
高
度
な
医
療
が
受
け
ら
れ
る

た
め
の
対
策

が
ん
の
医
療
技
術
の
進
歩
に
対
応
し
、
県
民
が
迅
速
に

高
度
な
医
療
を
受
け
ら
れ
る
よ
う
、
中
核
と
な
る
医
療
機

関
に
お
い
て
高
度
医
療
機
器
の
整
備
を
図
り
ま
す
。
ま
た
、

最
先
端
の
情
報
や
技
術
を
保
有
す
る
国
立
が
ん
セ
ン
タ
ー

と
の
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
化
を
図
る
た
め
「
が
ん
診
療
施
設
情

報
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
シ
ス
テ
ム
」
の
導
入
に
つ
い
て
検
討
し

ま
す
。

さ
ら
に
、
県
民
の
医
療
に
対
す
る
ニ

l
ズ
の
多
様
化
に

あ
わ
せ
、
患
者
へ
の
イ
ン
フ
ォ
ー
ム
ド
・
コ
ン
セ
ン
ト

(
十
分
な
説
明
と
同
意
)
や
告
知
等
へ
の
医
療
従
事
者
の
理

解
や
県
民
へ
の
啓
発
に
努
め
ま
す
。

コ
安
ら
か
な
人
生
を

過
ご
す
た
め
の
対
策

治
療
だ
け
で
な
く
が
ん
患
者
の
生
活
の
質
の
向
上
が
求

め
ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
患
者
や
家
族
を
支
援
す
る
た

め
の
相
談
体
制
の
整
備
を
図
る
と
と
も
に
、
が
ん
患
者
の

社
会
復
帰
後
の
支
援
に
努
め
ま
す
c

ま
た
、
完
治
で
き
な
い
が
ん
の
場
合
、
残
さ
れ
た
人
生

を
有
意
義
に
苦
痛
な
く
過
ご
す
た
め
の
緩
和
ケ
ア
病
棟
の

対
象
と
し
た
研
修
会

を
実
施
す
る
ほ
か
、

糖
尿
病
週
間
(
十

一

月
第
二
週
)
に
糖
尿

病
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を

開
催
し
ま
す
。
さ
ら

に
、
住
民
検
診
に
お

け
る
糖
尿
病
検
査
内

容
の
充
実
、
糖
尿
病

友
の
会
活
動
へ
の
支

媛
等
を
行
い
ま
す
。

企糖尿病ケア教室での食生活指導

県立中央病院

糖
尿
病
を
克
服
す
る
た
め
の
五
つ
の
指
標

食

事

n
U
歳
か
ら
の
食
生
活
習
慣

乳
幼
児
か
ら
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ

た
食
事
を
。

標
準
体
重
+
一
川
山
%

肥
満
は
大
敵
/
標
準
体
重
を
め

ざ
そ
う
。

1
日
運
動

mω
分

目
標
を
も
っ
て
無
理
の
な
い
運

動
を
毎
日
続
け
よ
う
。

1
E
m
ω
分
ゆ
と
り
の
時
間

ゆ
と
り
の
時
間
で
み
の
り
の
あ

る
休
養
を
取
り
、
規
則
正
し
い

生
活
を
送
ろ
う
。

mw歳
か
ら
の
健
康
診
断

先
手
必
勝
/
定
期
検
診
で
健
康

状
態
を
知
ろ
う
。

体

重

運

動l

企県の中核的医療施設

一
お
知

5
せ

一

が
ん
攻
略
の
た
め
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
開
催
し
ま
一

一
す
。
県
民
の
皆
様
の
ご
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

一

一
日
時

9
月

5
日
側

午

後

1
時

一

一
場
所
富
山
県
民
会
館
大
ホ

i
ル

一

7 
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飛び又う回了に幻想的なえが
麟鱗慾- 富山県ホタル研究会 1

回
開

。

八
尾
町
の
概
要

米
米
ー
米
米
-
米
米
米
米
米
米
来
来
米
-
米
半
米

聞
名
寺
の
門
前
町
と
し
て
ひ
5
け
た
町
。
哀
調
を
お
び
た
胡
弓
の
音
色

と
優
雅
な
踊
り
の
「
お
わ
ら
風
の
盆
」
や
、
豪
華
絢
燭
な
彫
刻
で
知
ら
れ

る
曳
き
山
祭
が
そ
の
風
情
を
よ
り
一
層
際
立
た
せ
て
い
る
。

古
く
か
ら
の
伝
統
産
業
が
盛
ん
な
こ
の
地
で
、
富
山
テ
ク
ノ
ポ
リ
ス
の

中
心
と
し
て
造
成
さ
れ
た
富
山
八
尾
中
核
工
業
団
地
拡
張
地
区
の
分
譲
も

開
始
さ
れ
て
い
る
。

「
生
息
数
が
減
り
つ
つ
あ
る

ホ
タ
ル
を
自
分
た
ち
の
手
で
増

や
し
て
い
こ
う
と
集
ま
っ
た
グ

ル
ー
プ
な
ん
で
す
」
と
、
《
富
山

県
ホ
タ
ル
研
究
会
》
代
表
の
長

瀬
ニ
朗
さ
ん
。

同
会
の
会
員
は
三
十
名
。
ホ

タ
ル
の
生
態
を
調
査
す
る
か
た

わ
ら
、
町
の
協
力
を
得
て
設
置

し
た
ビ
ニ
ー
ル
ハ
ウ
ス
で
、

三

年
前
か
ら
ホ
タ
ル
の
増
殖
に
取

り
組
ん
で
い
る
。
「
ハ
ウ
ス
内

に
は
草
を
植
え
、
人
工
の
小
川

を
流
し
て
あ
り
ま
す
。
ま
た
、

餌
と
な
る
カ
ワ
ニ
ナ
(
淡
水
に

住
む
巻
き
貝
)
も
放
流
し
て
い

る
ん
で
す
よ
」
と
長
瀬
さ
ん
。

つ
ま
り
こ
こ
に
は
、
ホ
タ
ル
に

と
っ
て
格
好
の
牛
育
条
件
が
整
え
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

増
殖
し
て
い
る
の
は
、
水
環
境
の
指
標
見
虫
と
さ
れ
る
ゲ
ン
ジ
ボ

タ
ル
。

ハ
ウ
ス
内
で
瞬
化
し
た
幼
虫
は
、
餌
を
食
べ
な
が
ら
し
ば
ら

く
水
の
中
で
過
ご
し
、
や
が
て
ハ
ウ
ス
外
に
出
て
羽
化
す
る
。
「
努
力

ι
ん

ぶ

の
甲
斐
あ
っ
て
、
仁
歩
川
近
辺
で
は
ホ
タ
ル
が
数
多
く
見
ら
れ
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。
将
来
的
に
は
、

『ホ
タ
ル
の
町
」
八
尾
と
い
わ
れ

る
く
ら
い
に
し
た
い
で
す
ね
」
。

古
く
か
ら
夏
の
風
物
詩
と
し
て
人
々
に
愛
さ
れ
、
親
し
ま
れ
て
き
た

ホ
タ
ル
。
富
山
県
ホ
タ
ル
研

究
会
の
地
道
な
活
動
が
や
が

て
実
を
結
び
、
幻
想
的
な
光

の
乱
舞
を
再
び
蘇
ら
せ
て
く

れ
る
こ
と
だ
ろ
う
。

人口/22，365人

面積/236.86km

(平成8年5月1日現在)

企ハウスでのホタルの育成を見守る

レクイエム

企会員のうちの4名。右から長瀬さん、舘さん、吉口さん、大島さん

表すべき土地への田舎の素朴さで感動させたい
議議議翠臨調EE霊園

.A.古川通泰さん
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「
こ
の
地
に
来
て
か
ら
、
新

た
な
自
分
を
発
見
し
た
よ
う
な

気
が
し
ま
す
」
と
、
廃
校
に
な

っ
た
桐
谷
小
学
校
を
ア
ト
リ
エ

に
創
作
活
動
を
続
け
て
い
る
画

家
、
古
川
通
泰
さ
ん
。

従
来
、
古
川
さ
ん
の
モ
チ
ー
フ

は

〈
素
顔
を
見
せ
な
い
人
間
〉

で
あ
っ
た
。
狐
の
仮
面
を
被
っ

た
人
聞
が
祝
祭
を
繰
り
広
げ
る

様
を
幻
想
的
に
描
い
た
絵
画
の

数
々
。
そ
ん
な
画
風
が
、
桐
谷

に
拠
点
を
構
え
て
か
ら
が
ら
り

と
変
わ
っ
た
と
い
う
。
「
最
初
に

こ
の
土
地
に
足
を
踏
み
入
れ
た

人
々
が
、
こ
こ
で
ど
の

よ
う
に

暮
ら
し
、
何
を
感
じ
て
い
た
の
か

を
考
え
ま
し
た
。
そ
し
て
、
彼
ら

に
対
す
る
鎮
魂
歌
を
捧
げ
た
い
と
い
う
思
い
に
か
ら

れ
た
ん
で
す
」
。
そ
れ
か
ら
の
作
品
は
、
赤
を
基
調
と

し
た
も
の
か
ら
落
ち
つ
い
た
色
彩
の
も
の
へ
と
様
変

わ
り
し
て
い
く
。

古
川
さ
ん
が
画
業
に
専
念
す
る
よ
う
に
な
っ
た
の
が

四
十
二
歳
の
頃
。
以
来
、

自
分
の
あ
り
っ
た
け
の
も

の
を
絵
に
ぶ
つ
け
て
き

た
と
い
う
。
「
絵
の
教
育
を
受
け
た
こ
と
も
な
い
し
、
師
匠
と

呼
べ
る
人
も
い
ま
せ
ん
。
物
真
似
に
な
る
の
が
嫌
だ

っ
た
ん

で
し
ょ
う
ね
」
。
こ
れ
ま
で
ニ
ュ

ー
ヨ
ー
ク
や
ベ
ル
リ
ン
で
個

展
を
聞
き
、
そ
の
個
性
溢
れ
る
作
品
が
高
く
評
価
さ
れ
て
き

た
。
「
い
つ
の
日
か
、
ア
フ
リ
カ
の
ど
真
ん
中
で
個
展
を
聞

き
、
原
住
民
た
ち
を
除
ら
せ
て
み
た
い
ね
」
。
愛
す
る
土
地

桐
谷
で
、
そ
ん
な
思
い
を
抱
き
な
が
ら
、
古
川
さ
ん
は
今

日
も
カ
ン
バ
ス
に
向
か
う
。

mτ事死偽

. 司司F一戸￡包~ ...... 幽 縛 Wち

6.~ 噂 - -経~ぷ鼻、、.... ゅ 軸ど担_'

企広々とした講堂が古川さんのアトリ エ

書P語翻担 ts U 0翠盟

「
町
の
活
性
化
の
た
め
に、

特
産
品
の
開
発
か
ら
イ
ベ
ン
ト
の
支
援
ま
で
幅
広
く
手
が
け

て
い
ま
す
」
と
ラ
ス
テ
ィ

ッ
ク

・
エ
モ
ー
シ
ョ
ン

y
a
t
s
u
o
実
践
塾
塾
長
の
上
野
和
義

さ
ん
。

こ
の
塾
は
、
消
費
者
団
体
や
営
農
団
体
、
民
間
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
な
ど
コ一
十

一
名
で
構
成
。

企
画
調
整
・
情
報
交
流

・
特
産
品
の
三

つ
の
部
会
か
ら
な

り
、
毎
月
の
よ
う
に
各
部
会
の
ア
イ
デ
ア
を
出
し
あ
っ
て
戦

略
を
練

っ
て
い
る
。
昨
年
秋
に
は
ワ
イ
ン

〈ポ
ン
ク
レ

l
ル

2
1
0
〉
を
開
発
し
、
お
わ
ら
風
の
盆
で
販
売
。
「
二
百
十

日
の
風
封
じ
を
祈
る
お
わ
ら
の
行
事
に
ち
な
ん
で
名
付
け
ま

し
た
。
売
れ
行
き
は
好
調
で
し
た
ね
」
。
ま
た
、
米
の
上
に

乗
せ
て
炊
き
上
げ
る
だ
け
で
、
ご
飯

が
ふ
っ

く
ら
す
る
と
い
う

〈竹
炭
〉

は
、
地
元
の
孟
宗
竹
を
材
料
に
し
た

も
の
。
〈
越
中
八
尾
炊
竹
ご
は
ん
〉

と
銘
名
し
、
注
目
を
集
め
て
い
る
。

こ
の
ほ
か
、
間
伐
材
を
使

っ
て
移
動

式
の
屋
台
を
作
り
、
イ
ベ
ン
ト
等
に

無
料
で
提
供
す
る
な
ど
、
ユ
ニ
ー
ク

な
活
動
も
行

っ
て
い
る
。

「
ラ
ス
テ
ィ

ッ
ク
と
は
、

『さ
び

れ
た
』
と
い
う
意
味
。
あ
え
て
、
そ

れ
を
グ
ル
ー
プ
の
名
前
に
し
た
の

は
、
田
舎
の
魅
力
を
大
勢
の
人
々
に

わ
か
っ
て
欲
し
い
か
ら
な
ん
で
す
」

と
上
野
さ
ん
。
実
践
塾
は
大
き
な
夢

に
向
か

っ
て
今
、
走
り
は
じ
め
た
。

.A.自主開発ワイン“ボンクレール210"

1 1 
企風の盆で八尾町の特産品を販売

企上野和義さん

企移動式屋台
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職
雲
人
と
い
う
造
語
に
つ

今月は、 2つのメイン会場の見どころを紹

介します。

い
て

建
築
家

不信

葉

実

職
人
と
い
う
存
在
の
評
価
は
、
そ
の
人
び
と
が
活
躍
す
る

領
域
で
大
き
く
分
か
れ
る
。
た
と
え
ば
婁
術
や
婁
能
の
世
界

で
「
職
人
技
』
と
い
う
と
、
非
の
う
ち
ど
こ
ろ
の
な
い
存
在
と

し
て
敬
称
を
意
味
す
る
し
、
ま
し
て

『名
人
妻
』
な
ど
と
い
わ

れ
る
よ
う
に
な
る
と
、
・
も
は
や
万
人
が
認
め
る
と
と
ろ
と
な
っ

て
職
能
も
極
ま
っ
た
人
の
尊
称
と
し
て
の
ひ
び
き
さ
え
感
じ
さ

せ
る
。
一

方
、
現
代
社
会
の
地
底
で
も
く
も
く
と
底
支
え
し
て

い
る
建
設
関
連
職
人
や
他
の
モ
ノ
づ
く
り
職
人
は
、
き
つ
い
、

き
け
ん
、
き
た
な
い
な
ど
、
い
わ
ゆ
る

3
K
職
場
の
は
き
だ
め

で
暗
く
沈
ん
だ
存
在
の
よ
う
に
言
わ
れ
て
久
し
い
。
実
態
は
か

な
り
遣
う
の
だ
が
・
:
。
同
じ
言
葉
を
使
わ
れ
な
が
ら
ど
う
し
て

こ
ん
な
に
格
差
が
で
き
て
し
ま
っ
た
の
か
。

わ
た
し
た
ち
職
人
は
永
く
続
い
た
モ
ノ
不
足
を
克
服
し
て
、
い
ま
や
機
械
と
コ
ン

ピ
ュ
ー
タ
の
お
か
げ
で
モ
ノ
あ
ま
り
時
代
を
む
か
え
、
新
世
紀
を
目
前
に
し
て
こ
れ

か
ら
は
コ
コ
ロ
の
時
代
だ
!
な
ど
と
い
わ
れ
る
と
ど
う
も
空
ぞ
ら
し
い
。

め
ま
ぐ
る
し
く
変
化
す
る
文
明
に
、
ヒ
ト
も
モ
ノ
も
つ
い
て
い
く
だ
け
で
せ
い
い
っ

ぱ
い
の
今
日
こ
の
頃
で
あ
る
。
人
生
八
十
年
時
代
に
な
っ
た
現
在
、
六
十
歳
の
定
年

ま
で

一
生
懸
命
や

っ
て
き
て

一
息
い
れ
て
み
よ
う
と
す
る
と
、
元
気
な
老
い
先
が
ま

だ
ま
だ
残
っ
て
い
る
。
ど
う
し
た
も
の
か
。
だ
が
、
最
近
の
若
者
は
も
っ
と
深
刻
で

あ
る
。
受
験
戦
争
を
く
ぐ
り
抜
け
い
よ
い
よ
社
会
に
出
ょ
う
と
す
る
と
、
数
年
前
に

予
想
し
た
社
会
の
構
造
が
、
ま
っ
た
く
別
な
世
界
に
か
わ
っ
て
し
ま
っ
て
い
る
。
今

様
浦
島
太
郎
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。
だ
か
ら
す
ご
く
短
絡
的
な
言
い
よ
う
だ
が
、

老
い
も
若
き
も
生
き
る
と
い
う
こ
と
に
関
し
て
、
情
緒
不
安
定
に
な
ら
ざ
る
を
得
な

い
の
で
あ
る
。

と

コ
コ
ロ
の
時
代
と
い
わ
な
け
ば
な
ら
な
い
ゆ
え
ん
が
、
な
ん
と
な
く
わ
か
る
よ
う

な
気
が
す
る
。
結
局
、
人
生
に
つ
い
て
自
分
の

L
と
は
自
分
で
決
め
る
し
か
な
い
の

お
と
ぎ
の
森
館

.主なイベン卜(おとぎの森ステージ)

-田中義剛トーク ショ ー (7/12) 

-ナポレオンズマジツクショ ー (7/22~24) 

・鈴木蘭々ライブショー (7/27) 

-引田天功スーパーイリュージョン (8/2~7)

・怪談ト リオがやってくる (8/17)

-オール阪神・巨人、今いくよ・くるよ等吉本の人気スター

が多数出演

このほか、テレビ公開収録やアニメキャラクターショー、

市町村・文化団体催事等を多数開催します。

※問合せ 第13回全国都市緑化とやまフェア実行委員会

ft0766-25-1510 

第13回全国都市緑化とやまフェア

彩りとやま緑化祭'96
高岡古城公園・高岡おとぎの森公園

平成8年 7月12日(金)---9月 1日(日)

メイン会場

メイン会場会期

メイン会場いよいよ開幕!
.開幕行事……………………….

・メイ ン会場前日祭パレード (7/11 高岡市街)

・テープカ ット (7/12 高岡古城公園 ・高岡おとぎの森公

園会場)

-全国都市緑化祭 (7/12 高岡古城公園会場)

・高岡古城公園会場の主な展示…・・・・・・・…-

-花やぐらや 3つの広場など、見どころ満載の「花のまちJ

-熱帯ブルーツがいっぱい、 310インチ大画面でハイビジョ

ンショーも見られる「フローラルドームj

-黒四ダムの情景を花で色鮮やかに表現した「ふるさと花壇J

.高岡おとぎの森公園会場の主な展示…...

・夢いっぱいのメインパビリオン「高岡おとぎの森館J

-富山初登場のおもしろ遊具満載「アミューズパークJ

. 250インチのオーロラビジョ ンがある大芝生広場「のびの

び原っぱ」

とやま緑化祭

【先取り情報⑨)
今月は「立山フヱスティパル」

「となみ野お祭り 一按」の事業概要

を紹介します。

i国民刻隠とやま~96Ý'.
平成8年9月28日②→1月7日⑨
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企 4月に開校した富山国際職事学院
だ
が
、
親
が
か
か
わ
り
す
ぎ
た
り
、
社
会
が
手
厚

く
す
る
こ
と
の
危
険
性
も
そ
ろ
そ
ろ
社
会
全
体
で

議
論
す
る
必
要
を
感
じ
る
。

職
婁
人
と
い
う
言
葉
は
、
本
来
人
間
が
人
間
で

あ
る
こ
と
の
あ
か
し
と
し
て
培
っ
て
き
た
心
・

技

・
体
の
よ
う
に
、
統
合
さ
れ
た
人
格
形
成
を
目

指
し
た
造
語
の
よ
う
な
お
も
む
き
が
な
い
で
も
な

い
。
本
当
の
と
こ
ろ
は
、
現
代
社
会
で
病
ん
で
い

る
人
び
と
の
コ
コ
ロ
を
い
や
す
?
と
と
を
目
標

に
、
『
職
人
技
』
と

『名
人
妻
』
と
い
う
人
間
存

在
の
風
景
を
因
数
分
解
し
て
構
築
さ
れ
た
新
し
い

時
代
の
言
葉
と
い

っ
て
も
よ
い
。

本
年
、
大
山
町
で
開
学
さ
せ
て
い
た
だ

い
た
富
山
国
際
職
塾
学
院
へ
通
学
し
て

く
る
四
十
五
名
の
学
生
た
ち
の
眼
差
し

は
あ
か
る
く
高
い

。
十
八
歳
か
ら
五
十

九
歳
ま
で
年
令
差
は
大
き
い

。
し
か
し

こ
の
学
生
た
ち
は
、
お
互
い
刺
激
し
あ
っ

て
人
生
を
確
か
な
手
応
え
で
た
ぐ
り
ょ
せ

よ
う
と
し
て
い
る
か
に
み
え
る
。
暗
い

イ
メ
ー
ジ
だ
っ
た

3

K
転
じ
て
、
ヒ
ュ

ー
マ
ン
ル
ネ

ッ
サ

ン
ス
を
演
出
す
る
言

葉
に
で
も
な
れ
ば
幸
い
で
あ
る
。

企実習に励む生徒たち

となみ野文化の探求参加者募集
となみ野文化探求コース (パスツアー形式

1泊2日負担金要)の参加者を募集します。

問合せ 国民文化祭富山県実行委員会

fiO 7 6 4 -4 4 -2 1 8 6 

くとなみ野お祭りー撲〉
〔子供歌舞伎競演会) (入場整理券要)

9月29日(日) 場所砺波市文化会館

〔となみ野音楽絵巻)r大地の鼓動」

10月5日(土) 場所 イオ ックスアローザスキー場

〔平家の里の民謡等競演会〕

10月6日(日)

場所城端別院善徳寺境内

〔花マンダラ絵巻〕

9月 29 日(日 )~10月 7 日(月)

場所利賀膜想の里

立山フ工スティパル参加者募集
「布橋濯頂会」のエキストラやボランティア、

「絵解き&トーク」の参加者、「立山登山J
の参加者(負担金要)などを募集します。

間合せ 国民文化祭立山町実行委員会

fiO 7 6 4 -6 3 -1 1 2 1 (内線350)

〈立山フェスティバル〉
立山信仰の精神世界を広く紹介します。

9月29日(日) 場所立山博物館
かんじよ うえ

・布橋濯頂会を現代風に再現

-まんだら音楽会(声明・雅楽)

・立山蔓茶羅の絵解き&トーク

-山岳修験者にちなんだ民族芸能

10月 5 日(土)~6 日(日) 場所八郎坂登山道他

・立山登山(ゲスト河島英五)

立山博物館
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@ 県
で
は
、
思
春
期
の
お
子
さ
ん
の
こ
こ
ろ
と
か
う
だ
に
関
し
て

の
電
話
相
談
を
受
け
付

U
て
い
ま
す
。
資
格
を
持
つ
思
春
期
相
談

員
が
悩
み
に
お
答
え
し
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
ご
相
談
下
さ
い
。

・
相
談
受
付
日
時

毎
週
月
曜
日

i
金
曜
日

午
前
9
時

i
午
後

5
時

思
春
期
相
談
専
用上

市
保
健
所

高
岡
保
健
所

岱

0
7
6
4
1
η
l
6
6
2
3

8
0
7
6
6
1
お

1
8
8
6
6

参
加
料

問
合
せ

無
料

県
庁
治
山
課

8
0
7
6
4
l
科

1
3
3
9
4

14 

魚
を
手
づ
か
み
す
る
楽
し
さ
を
昧
わ
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。

日

時

7
月
初
日

(日
)
午
後

3
時

場
所
県
民
公
園
太
閤
山
ラ
ン
ド

参
加
料
小
学
生
以
上

3
0
0
円
、
幼
児

1
0
0
円

問
合
せ
県
民
公
園
太
閤
山
ラ
ン
ド

8
0
7
6
6
1
m
1
6
1
1
6
 

県
民
カ
レ
ッ
ジ
で
は
、
「
明
日
を
拓
く
創
造
性
を
求
め
て
ー
ー
も

う
一
人
の
自
分
発
見
」
を
テ

l
マ
に
、
創
造
性
開
発
講
座
を
開
催

し
ま
す
。

日

時

8
月

5
日
側、

6
日

ω、
8
日
側、

9
日
働

い
ず
れ
も
午
後

6
時
初
分

1
8
時
叩
分

富
山
県
民
会
館

3
0
4
号
室

1
5
0名

8
/

5

赤
木
昭
夫
(
慶
応
義
塾
大
学
教
授
)

8
/
6

永
田
円
了

(
富
山
国
際
大
学
教
授
)

8
/
8

小
松
英
星

(僻
N
S
研
究
所
所
長
)

8
/
9

婁
岩
ナ
オ
ミ

(異
文
化
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
l
シ
ヨ

ン
・
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
)

7
月

3
日
附
か
ら
、
所
定
の
申
込
用
紙
に
資
料
代

6
0

0
円
を
添
え
て
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

富
山
県
民
生
涯
学
習
カ

レ
ッ
ジ

8
0
7
6
4
l
引

l
8
6
3
5

-
圃
圏
一
一
面
圃
園

FEz--
一一一一一一一一一一一一一一一三一一一一一一一一

-Ez--
一一一一一=一一一一一一一一一一一一一一一一一・

4
圃=一一

a
・司

講定会

師員場

県
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー
で
は
、

普
及
講
座
「
ふ
る
さ
と
の
考
古
学
」

今
後
の
講
座
予
定

7
月
お
日
附

8
月
辺
日
附

9
月
お
日
附

一
般
の
方
々
を
対
象
と
し
た

を
開
催
し
て
い
ま
す
。

富
山
県
薬
用
植
物
指
導
セ
ン
タ
ー
で
は
、
広
く
県
民
の
皆
さ
ん

に
薬
草
に
親
し
ん
で
い
た
だ
く
た
め
、
「
野
外
で
薬
草
を
勉
強
す
る

会
」
を
開
催
し
ま
す
。

日

時

7
月
お
日
制

雨
天
決
行

(天
候
次
第
で
コ
ー
ス
変
更
あ
り
)

受

付

午

前

9
時

1
9時
初
分

散
策
及
び
説

明

午

前

9
時
初

i
午
後

3
時
初
八
刀

場
所
大
沢
野
町
猿
倉
山
友
び
御
前
山
周
辺

(集

合

場

所

猿

倉
山
森
林
公
園
管
理
棟
前
交
通
機
関
利
用
の
方
は
笹

津
バ
ス
停
)

内
容
野
外
を
散
策
し
薬
草
の
学
習
を
行
う
。

講

師

氷

見

市

海

浜

植

物

園

長

吉
崎
正
雄
氏

参

加

料

無

料

携
帯
品
筆
記
用
具
・

昼
食
・
雨
具
等

服

装

ハ

イ

キ

ン
グ
用
の
服
装

申
込
み
・
問
合
せ
富
山
県
薬
用
植
物
指
導
セ
ン
タ
ー

8
0
7
6
4
1
花

1
0
8
0
1

建
設
省
立
山
砂
防
工
事
事
務
所
と
県
で
は
、
砂
防
事
業
へ
の
理

解
を
深
め
て
い
た
だ
く
た
め
、
常
願
寺
川
上
流
の
砂
防
工
事
現
場

や
流
域
の
見
学
会
を
実
施
し
ま
す
。

第六五第第四第=第一第一
実

回目回回目回

9 8 8 8 7 7 施
月月月月月月
4282173124 

日
日(水日.H水日)日 日 日
(別(水)(水)休)

9 8 8 887  予
月月月月月月
6 3023 9 2 26 イ蒲

(金日:)(:金日)(金日)(金日)(金日)(金日) 日

887  7 7 7 込申し
月月月月月月
5 5 1515 5 5 

切締語日"f. 
(金日)(金日)(金日)(金日)佳日)(金日) 

募
集
定
員

1
回
当
た
り
刊
名

対
象
者
県
内
の
居
住
者

(小
学

5
年
以
上
回
歳
ま
で
の
方
で、

現
場
内

1
時
間
の
徒
歩
と
乗
物
に
自
信
の
あ
る
方
)

制
北
陸
建
設
弘
済
会
富
山
市
中
市

1
1
5
l
m
m

g
0
7
6
4
1
幻

1
8
5
6
1

問
合
せ

的
歳
で
自
分
の
歯
を
初
本
以
上
も
つ
人
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

応

募

資

格

平

成

8
年

1
月

1
日
現
在
、
満
印
歳
以
上
で、

却
本

以
上
の
自
分
の
歯

(親
知
ら
ず
を
含
む
)
を
持
つ

、

健
康
な
方

(富
山
県
在
住
の
方
に
限
る
)

応
募
方
法
所
定
の
申
込
は
が
き
、
ま
た
は
官
製
は
が
き
で
、
市

町
村
の
老
人
保
健
担
当
課
へ

。
応
募
さ
れ
た
方
に
は
、

後
目
、
ご
希
望
の
歯
科
医
院
で
指
定
す
る
期
間
に
歯

科
健
診

(無
料
)
を
受
け
て
い
た
だ
き
ま
す
。

※
官
製
は
が
き
の
場
合
は
住
所
・
氏
名
・
生
年
月
日
・
電
話
番

号
・
健
診
希
望
歯
科
医
院
名
を
明
記

締

切

り

平

成

8
年

8
月
引
日

表

彰

県

知

事

最

優

秀

賞

1
名

県
知
事
優
秀
賞

2
名

県
歯
科
医
師
会
長
賞
若
干
名

問
合
せ
県
庁
健
康
課

8
0
7
6
4
1
判

1
3
2
2
6

⑤一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一圃

昨そ
年ろ
、そ

富ろ
山食
県皇
れ』 王号

でが
7多
月発
か言
s ~ 
q 季
角節
ま歪
で型
m え

面5
11 
件
の
食
中

申
込
み

問
合
せ

側
花
と
緑
の
銀
行
で
は
、
「
花
と
緑
」
を
テ
ー
マ
に
し
た
写
真
コ

ン
テ
ス
ト
を
行
い
ま
す
。

富
山
県
内
に
咲
く
花
(
自
生
・
植
栽
)
、
自
然
の
緑
、
緑
化
木

(
街
路
樹
、
町
並
み
、
庭
木
)
や
、
花
と
緑
と
の
ふ
れ
あ
い
風
景
な

ど
、
花
と
緑
を
取
り
入
れ
た
作
晶
を
キ
ャ
ビ
ネ
サ
イ
ズ
以
上
で
ご

応
募
く
だ
さ
い
。
(
一
人

3
点
以
内
、
宋
発
表
の
も
の
に
限
る
)

毒
事
故
が
発
生
し
ま
し
た
。

食
中
毒
に
か
か

5
な
い
よ
う
次
の
三
原
則
を
守
り
ま
し
ょ
う
。

一
.
清
潔
(
食
品
に
細
菌
を
付
け
な
い
)

原
材
料
や
ま
な
板
、
包
丁
等
は
よ
く
洗
い
、
台
所
の
整
理
整

頓
に
心
が
け
、
手
洗
い
も
頻
繁
に
行
い
ま
し
ょ
う
。

二
.
迅
速
(
細
菌
に
増
え
る
時
間
を
与
え
な
い
)

調
理
し
た
食
品
は
窒
温
で
放
置
し
な
い
で
早
く
食
べ
ま
し
ょ

う
。
刺
身
等
は
特
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

三
.
加
熱
又
は
冷
却
(
細
菌
を
殺
す
か
、
増
え
な
い
よ
う
に
す
る
)

ほ
と
ん
ど
の
細
菌
は
熱
に
弱
く
、
白
℃
以
上
で
殺
菌
で
き
ま

す
の
で
、
食
品
の
中
心
部
ま
で
十
分
に
加
熱
し
ま
し
ょ
う
。

ま
た
、
食
品
は
で
き
る
だ
け

5
℃
以
下
で
保
存
し
ま
し
ょ
う
。

問
合
せ
食
品
衛
生
の
ご
相
談
は
、
最
寄
り
の
保
健
所
衛
生
課
ま
で
。

不
動
産
取
得
税
は
、
土
地
や
家
屋
を
購
入
ま
た
は
建
築
等
に
よ

り
取
得
さ
れ
た
場
合
に
、
そ
の
取
得
者
の
方
に
か
か
る
税
金
で
す
。

税
額
は
、
固
定
資
産
課
税
台
帳
に
登
録
さ
れ
て
い
る
価
格
も
し

く
は
県
ま
た
は
市
町
村
が
評
価
し
た
価
格
に

4
%
(住
宅
用
土
地

並
び
に
家
屋
に
あ
っ
て
は

3
%
)
の
税
率
を
乗
じ
て
求
め
ま
す。

ま
た
、
一
定
の
要
件
に
該
当
す
る
住
宅
用
家
屋
及
び
そ
の
敷
地

で
あ
る
土
地
に
対
し
て
は
、
申
告
に
よ
り
軽
減
等
の
特
例
措
置
を

受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

詳
し
く
は
、
最
寄
り
の
県
税
事
務
所
ま
で
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

ii 
富山市新総由輪ト7(県庁内) 言
ft(0764) 31 -41 1 1側 主

31-3131 (県民相設電劃 言

FAX 44-3300 操朗読Jp~ :: 
高岡地方県民相談室 高岡市赤祖父211 (総合庁舎内) 呈

ft(0766) 21 -941 1側 三
魚津市新宿10-7(総合庁舎内) 三
ft(0765) 24-5311附 里

砺波地方県民相談室 砺波市幸町 1-7 (総合庁舎内) 三
ft(0763) 33-5151納 言

・物価ダイヤル 言
物価に関する苦情や相談があればお気軽にお電話くだ 三
さい。ft(O120) 16-7400 (県庁県民生活課内) 三
・消費生活については
消費生活センター
富山市安住町7-18 安住町第一生命ビル内 三
く一般相談は> ft(0764) 32-9233 言
〈金融相談は> ft(0764) 32-3252 三

消費生活センタ一高岡支所
高岡市本丸町7-1本丸会館内 含 (0766)25-2777 :: 
・交通事畝については 言
富山県交通事故相談所東別館 1階 三
宮 (0764)31-4111 内4400 三
・相談110番
家庭問題・悪質商法・覚せい剤など、どんな相談にも 言
応じます。 ヨ二

ft(0764) 42-0 1 -1 0 :: 
・シルバー110番 三
高齢者や家族の心配ごと、悩みごとに富山県高齢者総 言
合相談センター
富山市舟橋南町5-14 社会福祉会館内 言
ft(0764)41 -4110 :: 
.よい子の育児電話相談 三
子育てに関して心配や悩みはありませんか。どん芯こ 三
とでもお気軽にお電話ください。
まま(0764)33-4150 (県庁生涯学習室内) 三

トニュース I ~ 
---_";;;，;，，.， = 

見て、聞いて、ご意見をお寄せください。 -
・テレビ‘広報 呈
・チューIjッブテレビ毎週土曜日 AM7:00-7:15 :: 

「ふるさとトークj
・富山テレビ毎週日曜日 AM9:00-9:30 == 

1112万人のひろばークイズ/フォーカス ・インJ= 
・北日本放送毎週日曜日 AM 11 :00-11 :30 言

「こんにちは富山県です」
7/7 満開/花と縁の工キスポ 言
7/14 我がまちふるさと自慢 ~庄川町~ -
7/21 未来へ羽ばたく富山空港 言
7/28 進む防災対策

・ラジオ放送
・FMとやま 113¥れあいホットラインj 呈

県内告地からホットな話題をクリアなサウンドでお 三
とどけします。 三
毎週月~金曜日 AM9:50-9:55 三

・新聞広報
・北日本、富山、読売、北陸中目、朝目、毎日 言

毎月第2、最終土曜日 三
「県か5のお知らせ」

n 

※都合により変更する場合がありますので、当日の新聞 テレ =

ビの街頭献血実内等でご確認下さい。 =

。マリエとやまB階の献血ルームでは、月曜日を除く毎日(年 三

末年始、マリ工休館日を除く)献血を受け付けています。 三
受付時間 全血献血 10 00~ 1 2:30 14 00~18:00 三

成分献血 10:00~12:00 14:00~17:30 三
0マリ工献血ルーム CTEL0764-45-4500) 三

血液センター (lli0764-51-5555l = 

みなさんの相談窓口

※
い
ず
れ
も
、

近
年
の
発
掘
調
査
報
告

遺
跡
見
学
会

講
演
「
砺
波
平
野
の
古
代
史
」

講
師
井
波
歴
史
民
俗
資
料
館
山
森
伸
正
氏

午
後

1
時
初
八
刀

1
3
時
加
分

受

講

定

員

印

名

(定
員
に
な
り
次
第
、
締
め
切
り
)

参

加

費

無

料

申
込
み
・
問
合
せ

県
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー

8
0
7
6
4
1
M
l
2
8
1
4
 

「
と
や
ま
水
源
の
森
」
の
公
表
に
あ
わ
せ
て
、
良
質
で
豊
か
な
水

を
育
む
森
林
の
役
割
や
重
要
性
に
つ
い
て
、
広
く
県
民
の
皆
さ
ん

の
理
解
を
深
め
る
た
め
「
森
と
水
の
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
を
開
催
し
ま
す
。

内

容

・

基

調

講

演

・
パ
、
ネ
ル
日ア
イ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

「
と
や
ま
水
源
の
森
」
の
紹
介

7
月

辺

日

刊

午

後

1
時

1
5時

富
山
県
民
会
館

3
0
4
号
室

一
般
県
民

2
0
0
人

日

時

会

場

対
象
者

応
募
締
切
り

8
月
初
日

ω

応
募
先
働
花
と
緑
の
銀
行

花
と
緑
の
銀
行
支
庖

(各
市
町
村
花
と
緑
の
担
当
課
)

富
山
県
カ
メ
ラ
商
組
合
加
盟
庖

切
花
と
緑
の
銀
行
「
花
と
緑
の
写
真
コ
ン
テ
ス
ト
」
係

包

0
7
6
4
l
m
l
2
4
2
5

当
日
消
印
有
効

問
合
せ

マ
ル
チ
メ
デ
ィ
ア
ビ
ジ
ネ
ス
の
動
向
や
タ
イ
ト
ル
制
作
技
術
の

講
座
を
開
催
し
ま
す
。

内
容
一
.
講
演
「
デ
ジ
タ
ル
デ
ザ
イ
ン
」

(課
題
)

二
.
シ
ナ
リ
オ
制
作
の
企
画
・
立
案

三
.
ビ
ジ
ュ
ア
ル
デ
ザ
イ
ン
制
作

四
.
オ
ー
サ
リ
ン
グ
実
習

日

時

A
グ
ル
ー
プ
一

7
月
幻
日

ω
iお
日
働

B
グ
ル
ー
プ
一

7
月
幻
日

ω・
引
日
附

1
8月
2
日
制

会
場
富
山
県
マ
ル
チ
メ
デ
ィ
ア
情
報
セ
ン
タ
ー

(
富
山
市
高
田

5
2
7
)

募
集
定
員

A
、
B
グ
ル
ー
プ
合
わ
せ
て
お
名

(開
講
当
日
ま
で
受
け
付
け
・
定
員
に
な
り
次
第
締
切
り
)

受
講
料

2
2
、
0
0
0
円

対

象

者

マ

ッ
キ
ン
ト
ッ
シ
ュ
の
基
本
操
作
が
で
き
る
方

問
合
せ
・
申
込
み
富
山
県
マ
ル
チ
メ
デ
ィ
ア
情
報
セ
ン
タ
ー

8
0
7
6
4
1
匁

1
8
8
8
5

魚津地方県民相談室

日 曜日 献 血 場 所 時間

2 金 富山市役所前 9:30~ 1 6:00 

8 木 高岡市役所前 9:30~ 1 6: 00 

9 金 福光町役場前 1 O :OO~ 1 6:00 

10 土 富山アピタ前 1 O :OO~ 1 6:30 

14 水 J円高岡駅前 1 O :OO~ 1 6:00 

17 土 JR富山駅前 1 O :OO~ 1 6:30 

18 日 富山西武前 1 O :OO~ 1 6:30 

19 月 婦中町役場前 1 2 : 30~ 1 6:00 

25 日 黒部メルシ一円リ 1 O:OO~ 1 6:00 

28 水
大門町総合会館前 9:30~ 1 2 : 00 

大門町役場前 1 3 :00~ 1 6:00 
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8月街頭献血日程平成
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ハイ，
d、~

知
つ

ド? 

七ゑ)}

柳時に2:iJK~11

て
い
ま
す
か

7
P
L
法

ー
施
行
か
ら
一
年
|

P
L
法

(
製
造
物
責
任
法
)
が
施
行
さ
れ
て
一
年
に
な
り
ま
す
。

当
セ
ン
タ
ー
に
も
安
全
性
の
不
備
に
関
す
る
相
談
や
欠
陥
商
品
に
よ

る
拡
大
損
害
な
ど
の
相
談
が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
ま
だ
法
律
の

内
容
が
よ
く
理
解
さ
れ
て
い
な
い
ケ
l
ス
も
数
多
く
み
ら
れ
ま
す
。

P
L
法
は
、
製
品
の
欠
陥
に
よ

っ
て
私
た
ち
の
生
命
、
身
体
ま
た

は
財
産
に
被
害
を
受
け
た
時
に
、
製
品
を
製
造
し
た
業
者
な
ど
に
損

害
賠
償
を
求
め
る
こ
と
が
で
き
る
法
律
で
す
口

も
う
一
度
法
律
の
ポ
イ
ン
ト
を
整
理
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

①

P
L
法
で
い
う
「
製
造
物
(
製
品
こ
と
は
?

工
業
的
に
大
量
生
産
・
大
量
消
費
さ
れ
る
物
を
中
心
と
す
る
「
製

造
ま
た
は
加
工
さ
れ
た
動
産
」
と
決
め
ら
れ
て
い
ま
す

D

し
た
が
っ

て
、
不
動
産
や
未
加
工
の
農
林
水
産
物
、
電
気
や
サ
ー
ビ
ス
等
は
該

当
し
ま
せ
ん
。

②

P
L
法
で
い
う
製
品
の
「
欠
陥
」
と
は
7

こ
の
法
律
で
い
う
欠
陥
と
は
、

。
製
造
上
の
欠
陥
、

O
設
計
上
の

欠
陥
、

O
表
一
不
や
取
扱
説
明
書
の
不
備
の
三
つ
に
分
類
で
き
ま
す
。

た
だ
し
、
常
識
で
は
考
え
ら
れ
な
い
よ
う
な
誤
使
用
に
よ
り
生
じ
た

場
合
は
、
製
品
に
欠
陥
は
な
か
っ
た
と
判
断
さ
れ
る
の
で
注
意
が
必

要
で
す
。

③

P
L
法
の
対
象
と
な
る
「
被
害
」
と
は
?

製
品
の
欠
陥
に
よ
っ
て
、
人
の
生
命
、
身
体
に
被
害
が
生
じ
た
場

合
や
、
そ
の
欠
陥
商
品
以
外
の
財
産
に
被
害
が
発
生
し
た
時
で
す
。

例
え
ば
、
テ
レ
ビ
が
発
火
し
て
も
テ
レ
ビ
が
壊
れ
た
だ
け
で
他
に

被
害
が
及
ば
な
か
っ
た
場
合
は
、
P
L
法
の
対
象
と
は
な
り
ま
せ
ん
。

(
民
法
の
対
象
に
な
り
ま
す
。)

④
責
任
は
誰
に
求
め
る
の
?

製
造
業
者
、
加
工
業
者
、
輸
入
業
者
な
ど
で
す
。

⑤
責
任
の
期
限
は
あ
る
の

7

損
害
賠
償
の
請
求
権
は
、
損
害
等
を
知
っ
た
日
か
ら
三
年
間
で
消

滅
し
ま
す
c

そ
の
製
造
業
者
が
製
品
を
引
き
渡
し
て
か
ら
十
年
を
過

ぎ
た
時
も
同
様
で
す
。

相
談
は
、
県
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
、
電
話
0
7
6
4

高
岡
支
所
、
電
話
0
7
6
6
(白
)
2
7
7
7

(
位
)

、

Q
U
円
/
」
つ

U
門
ぺ

U

立
山
信
仰
の
心
を
今
に
伝
え
る

芦
瞬
雄
山
神
社
例
大
祭

奈
良
時
代
に
聞
か
れ
た
と
い
わ
れ
る
立
山
。
富
士
山
、

白
山
と
と
も
に
日
本
三
霊
山
に
数
え
ら
れ
、
神
仏
習
合
の

大
霊
山
と
し
て
信
仰
の
対
象
と
さ
れ
て
き
た
。
立
山
登
拝

の
拠
点
で
あ
っ
た
芦
勝
寺
の
雄
山
神
社
例
大
祭
が
七
月
二

(
立
山
町
)

16 

-----一〉一一
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「
美
的
感
覚
は
美
し
い
も
の
を
見
る
こ

と
で
養
わ
れ
る
。
だ
か
ら
富
山
は
そ
れ
を

磨
く
絶
好
の
場
」
と
、
美
容
の
世
界
大
会

日
本
代
表
、
中
居
由
佳
さ
ん
。
と
す
れ
ば
、

富
山
県
民
は
他
県
民
よ
り
も
美
的
セ
ン
ス

に
優
れ
て
い
る
の
か
?
そ
れ
と
も
、
美
し

い
も
の
に
固
ま
れ
す
ぎ
て
い
て
、
そ
の
感

覚
が
麻
痩
し
て
い
る
の
か
?
僕
は
ど
う
も
後
者
の
よ
う
な

気
が
す
る
。
も
う
一
度
あ
た
り
を
見
渡
し
、
美
し
い
も
の

を
美
し
い
と
思
え
る
感
性
を
養
い
た
い
。
(K
)

先
日
、
毎
年
恒
例
の
地
区
の
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会
が
あ

っ
た
。
今
ま
で
ナ
ン
だ
カ
ン
だ
理
由
を
つ
け
て
出
ず
に
い

た
が
、
今
年
は
い
つ
の
間
に
か
地
区
役
員
に
な
っ
て
い
た

た
め
、
選
手
集
め
に
奔
走
し
、
試
合
に
も
出
る
こ
と
に
な

っ
た
。
試
合
は
ボ
ク
の
せ
い
で
?
ポ
口
負
け
だ
っ
た
が
、

そ
の
後
の
ビ
ー
ル
の
昧
は
格
別
!
試
合
を
肴
に
老
い
も
若

き
も
大
い
に
盛
り
上
が
っ
た
。
和
や
か
な
雰
囲
気
に
次
回

も
参
加
し
た
く
な
っ
た
。
(
A
♂
)

駅
か
ら
車
で
二
十
分
、
く
ね
く
ね
と
し
た
山
道
を
登
っ

て
行
く
と
廃
校
に
な
っ
た
桐
谷
小
学
校
が
そ
こ
に
あ
っ

た
口
画
家
、
古
川
通
泰
さ
ん
の
ア
ト
リ
エ
で
あ
る
。

講
堂
で
は
様
々
な
作
品
達
が
完
成
を
得
ち
望
ん
で
い
る

か
の
よ
う
に
並
び
、
古
川
氏
が
い
ざ
筆
を
執
る
と
辺
り
は

一
瞬
に
し
て
静
ま
り
返
っ
た
。
い
や
、
そ
ん
な
感
じ
が
し

た
。
な
る
ほ
ど
、
こ
れ
こ
そ
作
品
に
生
命
を
与
え
る
空
間

な
ん
だ
、
と
初
め
て
の
感
覚
に
鳥
肌
が
立
っ
た
。
(A
♀
)

今月号で掲載したPINUP TOYAMAの写真

を抽選で5名の方にワイド六ツ切 (25X 18 

センチ)でプレゼン卜します。希望される

方は、官製ハガキで下記の様式でお申し込

みください。平成8年8月24日消印有効です。

口困園田固

写富

7 真プ県山

月レ広
号ゼ報
係ン課
あ卜
て

年
齢

氏
名

住
所

電
話

本
誌
を
読
ん
だ
感
想

十
五
・
二
十
六
日
に
行
わ
れ
る
。

み

こ

し

お

や

ま

じ

ん

た

ち

初
日
、
二
基
の
神
輿
に
、
立
山
の
雄
山
神
、
銀
岳
の
万

お
じ
ん

尾
神
の
両
権
現
の
ご
神
体
が
祈
願
殿
か
ら
厳
か
に
移
さ
れ

み

こ

る
。
露
払
い
や
鉾
旗
持
ち
、
警
園
、
神
宮
、
氏
子
、
基
女

ら
の
先
導
で
、
二
基
の
神
輿
は
ゆ
っ
く
り
と
町
を
巡
る
。

住
民
た
ち
は
五
穀
豊
穣
、
家
内
安
全
を
願
い
、
二
什
に
米

な
ど
を
差
し
出
す
。
町
を
一
巡
す
る
と
、
神
輿
は
祈
願
殿

へ
と
戻
り
ご
神
体
が
納
め
ら
れ
る
。

翌
日
、
ニ
基
の
神
輿
に
、
今
度
は
そ
れ
ぞ
れ
の
本
殿
か

ら
ご
神
体
が
移
さ
れ
出
発
。
や
が
て
参
道
の
合
流
点
で
出

会
う
と
、
「
よ
い
し
ょ
」
の
か
け
声
と
と
も
に
互
い
に
前
方

を
低
く
し
て
挨
拶
す
る
。
基
女
の
静
か
な
古
式
ゆ
か
し
い

舞
の
奉
納
が
あ
っ
た
後
、
両
神
輿
が
再
び
「
よ
い
し
ょ
」

の
か
け
声
で
告
別
の
挨
拶
を
交
わ
す
。
そ
の
と
た
ん
、
そ

れ
ま
で
の
厳
か
な
雰
囲
気
は
一
変
。

一
行
は
「
ワ
ァ

l
」

と
大
声
を
上
げ
各
本
殿
を
目
指
し
て
帰
路
を
走
り
出
す
の

で
あ
る
。
そ
の
勢
い
あ
る
様
に
、
観
客
か
ら
も
大
き
な
喚

声
が
沸
き
上
が
る
。

こ
の
祭
り
の
神
輿
は
、
も
と
も
と
は
江
戸
初
期
に
加
賀

藩
前
田
家
か
ら
寄
進
さ
れ
た
も
の
。
現
在
の
神
輿
は
重
さ

が
当
時
の
三
分
の
ニ
程
で
昭
和
四
十
年
に
造
ら
れ
た
。

き
し
ゃ
く

明
治
維
新
の
廃
仏
致
釈
に
あ
い
な
が
ら
も
、
立
山
信
仰

を
支
え
て
き
た
人
び
と
の
心
は
連
綿
と
受
け
続
が
れ
、
昔

な
が
ら
の
祭
り
の
形
を
今
に
伝
え
て
い
る
の
で
あ
る
。



あいの風夢のせて第55回国民体育大会

県
広
報
と
や
ま

平
成
8
年
7
月

企
画
発
行
富
山
県
企
画
部
広
報
課
富
山
市
新
総
曲
輪
1
a
7

宮
引

t
3
1
3
1
(県
民
相
談
電
話
)

印
刷

側
チ
ユ

l
工
ツ

スローガン「あいの風 夢のせて」と

2000年とやま国体を積極的に

PRしていきます。
※シンボルマークの使用にあたっては、事前に国体準備委員会事務

局までお問い合わせください。

富山市安住町2・14

第55回国民体育大会富山県準備委員会事務局

TEL 0764・44・9667 FAX 0764・44・9669


